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次 海 。

平 の 道

と成 条 平

告の 成

お 示２ り年 第

道７ 第 年

３ ７

営月 項 月

土２ 号

日地日 の ２

道 公 報

改 北

土良 海

地

退平

道 任 平成

改泉 告 成

良地 年示

法区 月第 年

災 ７日

昭害 月

和復 号

旧

２
日理理

第

か 北 をに

土ら 海

、

訂

道

次
地 千正

告

の
改 歳す

示

と
良 市る

第

お
法 栄。

町

り 昭 ６

役 号

目員
和 丁

号

歳

の千

２
項丁

事１

の広

ア末

の市

中目

月 池農間帯

二 等道地総

日

備

備備総整

業整整域合

合

小整

の規備農

火 模道

用農農）

曜

種水用）

排業道

日

事に 良定 改規

設排

施用

をす 事告 工公 のり 業よ
の

た
し

了。 完る

事年
）

事第）

監律地

・法農

の

事
工 第の ）業 号 別事
氏

事
２成

の平

田条を

の 年
届
第の

律 地任
法 番退

出
っ 第

あ ）
が 号

た
第
。 条

同同

類）

）水

号
８

番
４

了成
完平同同

年
月
日

海良海

北改北

地
土

、
で

知知

道法道
堀

和

事昭事

堀

律
法
年

第
の月

項７

名進１年

北住上規
よ完

道郡にに

海川定日
た

町、し

事連り了

知風

届

風町の

東田旨

堀字虻

、
り

よ
に

定
規

の
項

連の 土
わ

が
お

し
て

立次役

ウ町

木 間の場

伐 におの備

の 伐と次に

達第達
係りとえ

也

１２３
）
号 也

安所立村

保場指指アイ
伐伐林

定木 林主主森 定

備 の伐 定はと整 施の 予

行出

森、し

達

うが
定

所地地っ

也番土あ

北

森す 海

る平

茅同

道

予成

林 部

告法 郡

定 示 鹿

で年 第

あ７

昭 部

和 町

る月

次が組

」区
良

改
地

字字

の とっの平

のあそ合発
起 届 おた事成

出 り。務
月

係 船に７

人 に 漁所年

」

損備

北

漁 海

船

同

道

損 告

害 示

等 第

補
償

森すりい の
るとお置 採

は度。は縦

林る」て 限

す

の略供

次省に

、、覧
の）

りそ。

お、る

とし

択て計 採 業

る係

す関

と
で 方 要 の伐伐画 目の

林
在的件法よを定

所に採

ま干こ標

。るる

るすめ

郡のが伐

幸で害と準

枝

る以

登備き齢

歌防で期

本立上

町

。２ 号

法 別浜日

年 本宮

律

番番第

地地
村川第

）
号

田口

え２の る

昇男２

島の
条

漁 補い住 定 等置日

指 害

書 施平
調 法、所 船 償て

は 行成及

、 令

漁年び

２
損 和月氏

船 昭７
害
等 年日名

法 号 同

和
昭

律
法

年

区第

画

を
類

。書

）第

理）

整号

庁
支

谷
宗

道
海

北

五

別はも

幌木の

林
部

済
経

、の
当と

立る

、該す
木。 北

在

道ら所

海かの

知

す 事

項
２

第

、町

堀で市

まる

り

合鹿よ
に

定

部規
の

鹿
業よ

の 漁 称次

名、 部
の

加区

償 令ら
補 政か

う

法 第

日 第

号間入名

）、

５般海漁１ 第

第一北 条
縦知の 項

船 条の道項 １

出 申

害 １覧事申 の

損 第

を

補 の供堀を 出

等 項に

償 規すす

に
定
規 同の

項
１
第

条
よ
る
同

村

登
歌
び

及
課

務

意

に
市

らる

達か係

也

町 合指
を

組林
安 同保

に 協

第 に。漁 る法 定るる す

よ達業 漁

る協 業

を
出同第組

届也同 協条

、
め

た
る

め
求



号 北

函）

２３

海

第平 道

成

館 作作

告開 業業

条 示発 期地

に年 第

お７

建 間域

設
い月 部
て２ 号

成広準日

長 平北

北 海

号１ 北

札） 海

第平作 道

成業

幌 え

告開 置

種 条 示発 い

に年類 第

お７

建 て

設 縦

い月 部 覧

て２公 号

供準日共

長 に

道 公 報

２

置解場保た解

え
い除所安目

縦定との
除 て予林的次

は

に安て」 の 覧保し図

供林指

第

１

成解場保た解

平

除所安目

７定との
除 年予林的次

は

２安て」 の 月保し図

日林指

号

法 北

農律 海

林第 道

水 告
平産 示号 成大 第） 十臣第 四か

年ら 号条 七

島用
か 、

ら
の 月同

次 ６る
、 年市す

法 と
お 日第
り か

項
測 月１

共 ８第
公 ら条

量

す用測

か

実 ま規
を 日の

次 。る
、 るす量

ら
お第基

と法級

の ）同３
準 り

量項
測１

共第）

公条点

省

すの定、 理

実規
をの

）し

。在れ由略

る所さ

図

里衆岸の

斜公海そ
、

健施を

小保全面

郡の保
地道

町用海

水設北

清

れ由略

所さ省

の定、 理

害岸の

斜潮海そ
、

し

在

を

小防全面

郡の保図

里

道

町用海

水設北

清備施
地

の 月規 次

二定 の

日

知 安通 保る によ うに よ

火

あ のが 林

曜

た 定っ 指

日

るよ
すに

施 で定

解。 を

が道 測知海 、通北 旨る
っ事 法あ知 量

和。堀 昭た

北 旨る
るよ

すに
施定

年

あ知 量が道 測知海 、通
っ事 法

和。堀 昭た

林る林

有す産

国と水

年

図山

の治

次め部

。た務

分清

部小

すび

示及

に課

有す産

国と水

限町

に水

北次め部

。た務

林る林
及

知に課

道図山

海の治
水

分清

堀部小

すび

事示

あ
で
定

予
る

す
除

限町

に

第
律達 法

法
林
森
、
旨
る

也

達 法

神
線東
川
東

道
路道

也 第
律

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間７

は、月

１２３

備

）に

。場

る役

道路道区常地町

路路呂先

の線の郡か番

種区留ら

役

蘂呂先

類名域辺常地

更の

備

也）に

。場

達る
北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間７

昭
和

は、月

和
昭

業業業

作作作

１２３
年

線
川
旭
楽

類間域

種期地

上地地

名
供上地

先先

１ 郡郡 かかま 番 川川 先

神 上上 地 東東 ららで 用

郡郡 開ま 楽楽 川川 先 神

で 町町

年、一２ 号

第道縦

律海の

法北般日

建覧
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

郡ま

項及 ２課 第 後備 条

道辺仲辺

道留字留で

町
町

蘂町蘂

停

栄

車番字

場間
前別

更の前後

変後

線

、一２ 号

道縦

律海の

法北般日

年

建覧

第

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

島

公平福

及 １

課 第

備 条

町

共成
測
５
量年
座月
標

月
９
）ら

換か
変日

楽 始１１ 神神

南南 東東

の南字

東西 町町

条条 楽

目 北条神 丁丁 １東 １３

区 海西楽 目

道１
番番 知丁

供平同

堀
事間１目１番

規北 のび
海 定道 に旭

木 、 らで土 り かま川 よ
業 の現 次
道所 路に の備

敷

え 供

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

に

道 定

海 規

北 の

び 項

長

道

木海 、

土北 り

走 よ

網
に 区

所事 の

業知 路

現道

で
ま

日

え を

備堀 域

六

用成
開
達始
の
也期 す、 始て 開い を置 用

日

区 等
複 道

国重

。示 る告

て達 と

い の

置 次

の間
と

変示
告也 り

、 お



の 北

公埋 海

有立 道

水て 告

平 面に 示

成 埋関 第

十 立す

四 法る

年 工 号

七 大事

北 海

子
訓川

戸

路置旭

名線線

見

別 北
府 線

道 公 報

定１２ 北

道しそ 海

、の道道 道

同関路路

路
告

条係のの

法
示

第図種路 第

２面類線

昭
和
項は名

の、、 号

規北道区

年

第

三比

成
平道道

路道道

２剣ン 月イ ７線和布 年
日タ

号

の 北

道そ日 海

路のか 道

法関ら 告

係２ 示

昭図週 第

和面間
は、

年、一 号

法北般

月 正の

二 し

日

認
第を

律功
法ん

年ゅ

火

）し
号可

曜

。
第た

日

呂川川

区常常深旭

第
条

居

置置音神

郡郡市市

呂
字更西

町町町町

戸戸江

川川進丘

字
南南

番番

律定海道域

法

２２ 番番

よ建び

第に道及

り設縦
所 第

路道場 ）道部覧 号
の路
供整

項
開及 １

を課 第
用備 条

名線線
ー 淵

す北 の
始び

供上兵上号ま

郡点

川河村川交で

郡川

比） 用剣敷
町）５町ら

淵地番布か
上 開字か地

川 南ら先

縦

律海の

始剣上ま番郡

建覧

第道
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

北 のび 項及 ２課 第備 条

、
り
よ
に

定
規

の
項

１ 規

お
と
の
次

後

り

先先先先 地地地地 ４２

後
間らでらで かまかま

前別
更の前後前後

変
敷

よ

網 に
。道 定

る海 規

地

の

業 路

現 道

木 、

土 り

走

の

置 次

え を

備 域

に 区

所

兵郡地布

淵川で３比

い

村 の剣先町

淵

北町一

区 海字般番 番

道南国１
先

知剣道地 地

事間先淵

用成
供平同

堀

土 り川 よ旭 に道 定海

開

に 路所 道業 の現 次木 、
い を置 用え 供備 の

公
面 でらで水 まかま有

平
成

月
７
年

の

でら

かまかまかまか 幅
員らでらでら

延

示
告 り

、 お

て と

道
国

長 の間平

道しそ週

更２
決

法同関、成

路、
条係一

和２面の７

昭第図般年

項は縦月

達始
の
也期
日

北 ２３

道
海

路道区常常

告 路呂呂

示 線の郡郡

第 区置置

名域戸戸

示 る告 す、 始て 開

町町

ら成路

か平道

日
の１

。

の ２

日
２

、月
間７類

週年種

縦北北

間
区
複
重
の
と
等

走幌

覧網札

道道

海海

法規北に日

年の、覧２

建る

第に道す

律定海供

よ
り設。

の路 第
路道 ）道部 号
供整

開及 １
を課 第

用備 条
号

３

戸南南

置川川
字字

訓

先

北地地

府２１

子番番

間らで

線かま

見先

敷

に
覧
縦
の道

般日道

一２

知
道

海
北

。
る
す

供

七

業

現現

場木木

土土

堀
事

す次 の
始び 項

所所所

業

場 よ

覧 に
。縦 定

るの 規
路

備道 道

に海 、

所北 り

て堀 域

い 区

置事 の

え知

、 を

地
の

員らで
かま 幅

延

達

堀
事
知

道
海
北

国重
長

日 お

の達 と

示 の

告 次

也

と区
等複

道

変ら
か也 り 也

達の間



２

氏住代

３しし埋

アイウ

市功名表 ん のん
ゅ 項ゅ

可 村可又者 認 町認 功立

名を

北 海

月
面 年水

許 面有
免公

ウ
日立

埋

－－法

道 公 報

－－－－

第

表
住代位区

埋

イウアイ

者
立

号

１
しし

ア

平ゅゅ氏

成んん
十功功名
四

又 認認

年

可可

七

名氏 け 年
受 の区 はの を

札北

日者称所名域

た 月

道市道

成海幌海

平北
北堀

月区

６央事

年中知

び ５６第
及

のの

上

点点積号第

地地条 番
平 地 地 地

成ノ －－ 点点点

国 ４５

年町

点点月

地地７

のの

かか

地地

のののの

１２３４

点点点点

地地

地 地 地 三

点－点点－ 級－

１３ 基２

のの 準の

地地 点地
点 ）点点

か かかか

線て

所名域置域

氏
区 の

次 札北檜

の及囲
びま 番 幌海山

れ ２ 市道郡

事ノ１－た 及 中知上－

区国の１区 び 央

地の域 北堀町

のは 月

年
受

二名 け

日

平北

日者称
た 月

火

道

成海

曜

６
年

日月

日

目
丁

６也
西達

条

日３

角角防

向向砂

方方

らら

第
－ 度度

号 分分

向向

方方

のの

秒秒

方 方方方 －ら ららら

向 向向向

角 角角角 ２
＝度度度 度

－分分分 分

秒秒 秒 秒のの の の方方 方 方向向 向 向

３字番点地

地らと本

条汐２か点日
測

西達吹
先 ６也

の－－地
のに 、 目公６６系 番 丁

有の
水地地よ

量

、まと測

番面点点る

でを
を結の

３

日

次だ果 ２順ん成 番

位区

しし埋

アイウアイ

功名表 んん
ゅゅ氏住代

認 功立

のの

水の

許 面有項

免公３

ウ

埋町 月
面市 年

、
＝

に線を 、

－のののの

結に使

イ

、
２だっ）

番んよ用

の を 可可又者 認

位区
ア

た 月

名氏 け 年
受 の区 は

爾次

日者称所名域置域

成海幌海志の

平北札北

道市道郡

６央事部の

年中知乙１

法名

日立村

び ９第
及

の

平乙

点積号第

地条 番

点 点

成部 ８

町 の

年 地

６ 点

ののののの

４５６７８

点点点点点

地地地地地
点 点 点

のののの の
４５６７ ３

点点点点 点
地地地地 地

点

地地地

ののの

１２３
点

点点
地
１ 区部角点２

た乙秒向

の 域漁の

地 、
度地 港

点 日原点

爾次び

置域

＝

１

志の

区町地

部の地

乙１の

郡

北堀字点

月
日３元と
４

条町

西達

地

６也番の

丁

ん
公結
のを

先と

目地点

日

ら８

か月

面線
水だ
有

防

角砂

向
方

第 度

－ 分

号

かかかか か

方令 の指 秒

方方方方 方
らららら ら

角角角角 角
向向向向 向

度
度度 度度

分
分分 分分

秒
方のの のの の秒秒 秒秒

か

向方方 方方

ら 測ら －分か 本点

方 方 地北秒
向 系緯向 の角 に方角

よ度向 る度 度 、 測分
量分 分 ＝ の秒

－ 成の秒 秒 果、地の をの 東点方

字点と

町地点
使方

の

町ら９

元か
を

地地と

２の点

番９地

のま結

先点

八

に

水順線

有をだ

公でん

、

面次向

点
地
の

４

向向 向向

地
の

地地地地

地のののの

の
点

経向 用向

）

） 度
か
ら
方の地

分の 線ま
だ囲
んて

結っ
によ

及れ
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種幹幹幹幹

平 街街街街
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十
四
年 名

七

北 海

１２ 規提
出 定な

成市市

す にお）平都都
計計

る よ、北
こ り関海
７のを

と 、係道年画画

市町設月種定 が 都市建
日る き 計村部２類め で

画の都

道 公 報

北

都 海
道市 ウ

告計 免公３

示 許画 面有項

第 年法 水の
面市

月昭 埋町

号

法名

和 日立村

第 号

月
二 号号号 号

日

前里里 光
駅斜通斜通 文

称通里走 通

清網 町

火

曜

里里里里

起斜斜斜斜

日

土 る

文港港港

町町町町

そ 変民計道地 。 の住市

のび課区 の 更及画路の

先

を害す 出

案利と域 提

と人、

の係。 は

次関る

覧
市 告縦

幌 り、
おは札

中 示

及
び年 第

法
第 積号第

律 条 番
平乙号 点

成部）

町第

年

１４３２

３２

月第

７条

点点

地地地地

のののの

点点

点 点

部角１４３

乙秒向
ののの 漁

地地地 、
度 港
原点点点

かかか ＝

ららら －分 点

結っ）

とをよ用
れ

地線ま

のだ囲

３んて

町

光町町西

とびた

点及

里北

終斜斜斜斜科

点町
港字字

町町町町

里里里

斜

点町倉久

光町豊以

文

期

な里里里里

主斜斜斜

ら満北 かの
区 日間

央 の

道 西 週の海 条 ２了北 ３

一で事 丁 、ま知 ６ 間日
の、堀

般に目

項
にに番

覧事便

縦知郵

準

第て

防い

砂お
に

日

す

－用
第

令法

指同

号る

方方方

条

北秒 緯向向向 の角角角 方 度向
度度度

、 分

分分分

＝ 秒

の秒秒秒 －
、地ののの

東点方方方

経向向向

区

んの
結１域

を

地

、と測

線点本

だ地日
る

地地よ

ののに

３２系
を量

とと測

点点

青本 経町町町町

２結の

地町町

光町葉町 過
文港

市
蘭蘭見幌

都室室岩美
計 計都都都市

圏圏沢都
画道 画計計計画

市市市

す見
供意達 号

画画

る書也
規に

。を－
北

都定備 海

にえ平

室

道

よ置成

市 蘭

告計 圏

りい 示画 都

、て年 第

次一７

法 市
計

に般月

定

の
項

１
第

画

北

都し都

３

海

た平 道市 縦

都成市 告計 縦覧

市 示画 覧場

計年計 第

画７

法 に所

画 供

の月 す

） 度
か

方地地地

分ののの ら
線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

使

点線を

地だ果

のん成

線線線線

幹幹幹幹

とに

ご路

路路路路

街街街街

却

種道焼

路水み の道下

幌 町見

市室伊岩美

類場

昭

名市市市町

村沢 蘭達

掲の２ 号

車げ縦日

和 駐

律町供

法市に

年 場る覧
がる

第村す

室変。

市た 第
し ） 蘭更 号

都

昭

市 条

図２ 号

都海書日の 和 る北

類

法 計建写

種 年 市道の

都北
第 の部を

律 画設し

変
更市海市

案画建村 ）

の計道町 号

の課設名 第

と及部

おび都 条

豊線朝斜ロ

号号号号号

学倉通倉通里通

小豊線

通１４通ト

校東東ウ 日

里里里里里

斜斜斜斜斜

岸 廻
北中中海

号号号号

斜斜斜斜

通通通通

り央

里里里里

九

書 お
図 に
の 項
画 ２

計 第

道 用
し海 準
写北 て
の い

法
道 同
海事 る

北知 す
を

計 ２

り斜市 第

設 第
建堀

に 規

建課 の

町画 項

）里

海 よ

建え北 に

部備 定

設

次
て知 、

課い道 り

設置

町

縦 げ
の堀 掲

般 に
一事

美

文新光朝字

町町町町

科

町町町町咲

光光陽日

里里里里北

斜斜斜斜斜

新光光字

町町町町町

里
町町町久

光光陽陽以

新
町

港字本港

町町町町
町

里里

斜斜斜斜

倉
町豊町

文本本港

町町町町

里里
町

光町町町

部
画也 項

計 ２
市達 第

都 条

村
供達 町
に 市
覧 る

の課

斜斜斜斜

決。
る也 が

す

町町町町

里里里里里

斜
光陽陽豊

新新光光字

町

斜斜斜斜
町町町町倉

光

本港

町町町町

里里里里

町
町光町町
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道
海

北

アイ

示
告

収使

第 用用
のの
部部

号 分分

北 海

都種事事

の
業１２３４

の

行 業成市類業

事平施
計及 者 計

事名行 の 画年画び施業
間地

変月業称期 名

の７
を日

更２称の

道 公 報

北

都

７

道
海

市 変

告計 更

示画 認

第法 可
年

昭 月

号和 日

第

事施設変

１２３４５６
認 合更 業 成務立

平組事
所行 施

７所地年 行 年のの可の

間区日容

月在月 期 名内

日
２称地

号

画 北

土整 海

理 道

組
地
告区

平合 示画
成の 第整
十事 理
四業 法

年計 号

七

北道室

画

変昭

示 な道月

和年告 更海市

北
示町

年海第 し告岡

北道
第１ 海告

丁 道示号
目 告第及
び 号及 示

平 、び 第
号成 平宝
９ 、成林

し室室和

可根根昭

認
た市都

画月

計８

。市年

下
根成

業平

事ら

道か

水日

更払成

法 変勇変勇平

年
律 更払

第 前郡後郡

の厚の厚年

施真施真６

）

行町行町月号

地表地表

区町区町日第

及及

施

町町１

京京第

びび条

払成払成行

厚勇平勇平
厚年区

町郡９郡９地

真

設

真真９真９、

厚厚年

計

中町月町月
表 央京
か及概

土町日町日の

地

らび要

成町び 地 画平京及 番 区

昭

整

月和の

二変

日

し
第可

律認
法を

年更

火た
）
。 号

曜

第

日

、和年４

号年 昭２町

条

北丁
北
海 昭

北告 道地

和年道 海目

北道第 示に

年海示 告内

第お 海告い 道示て 号 告第号事 の
事 示、業

平地 号業 第

地 、成を

室
下月

共３

公年

北水

項

堀
事
知で

道ま

海道日

の定

部町規

一錦の

の、

お
と

の
次

、
り

部よ

一に

の資

都
り

理

月画

合３部計

組年一金
の 北

堀
事
知で

道ま更

海日変

、
り

よ
に

定
規

の
項

１
第

お
と

の
次

年更 う 、和
３変 号の 昭

北す ち 昭

受申

アイ
。

和年海根る

３

也
達

付 請請

申

受件こ札掲

でを条入に

成る去け付にげ

平い過
者２、一参る

の
入
競し格

札 年年実般加資

事
画

計
市

７間施

道地に政。札し

項と駐
市い

方令 成が規幌て

平
行定 自第

年うす内る 治

北指るにこ

１２

也
達

委道委委納札の

入入次

す参ず に託営託にい

札
る宅る加れ 付託入 す住

次
区

地
土

り

役管役すに

と成
の平
お

方 時

のの 般月
一７
り年

祝を午資出わ

期間法

時

日 格で除前格先な

資ま

指ば

に 審のく９審のけ

かの示な

関 査間。時査

し。ら申にら

す のに）

は

法 請な午請よな

る 申

入う有

、 月にし争よを

日い実札とす

政 ２おた

るか

第 現て績参する

令

在、が加

に国あ資者ど
、か の お、る格はう 条

方と審アの ５ い地この

査 ２

引公。査か審 第

て

申 の

続団ウを 項

き共ら

海名者事と 条 法

き体ま

所 ４ 行 道競で業。 の 施

２ 示入いを 第 令 告争な

９にとし 項 昭 第札こ有

号関。て の 和

規
に 政 規るり 定 年 にすお

り 第 す名シ よ 令 定指、

るをス

競

務理務るも

す

号 情停テ

の者該 る期場

仕に当 事
の

様間所必す

名

と

スなこ

シ等要る

項称

札約札格。

テ入契入資
書

発明日明

開説の説

ム
び３と

務及らの

業書か

札
入
争日
競２

下
以

け後はりい

い
と
」

札
入

、れ５、作。

律 は
なまにし

昭 平ば時次成

らで掲た

和 成

法 ７いる請

年 年なげ申

律 月申書

日曜書を

第 ２土請類

日類提

）日提す ）

火、の出 号

２なで請 規

か曜出る に

以か定な に

年どにし 定

シ、るれ る

上らめけ よ

テ規こな 件

ス同とば 条

開のにな 一

ム模ろら 付

業スり。 競

発シよい 般
の 札

をム２ 入

務テ、 争

さ開 入 。 報止ム 争

事開

てを へ 下 スれ発 札 以 シ

の

テ

加 令 のな成 参 政 ムい作

排 と 発こき を 」 開いで

さ う 資。シ 除 い のとる

有ム て ） をテ れ 。 格ス

求月り

要箇お

すエ い 第

。
う

。
る
よ

に
書

様
仕間

。道

る海

す北

施
実
を

）

一知

〇

にと 定

ら日先こ 規

堀
事

当よ る

日び、に す

９及
国
）の日提行

火民該り 休

で

し業ら る

とのか あ

業発

の

ん託、で

営委でま

て務

るン る
な ４

とニ で の

こジ 者 条

也
達

１こ常
が い 第

。ア



開に入入わなし

号問算

平 札掲札札ずおた

成 のげ金書、、合

十 時る額に消消計

四 に入に記費費金

年 お札係載税税額

七 及るす等等に

北 海

９
郵落北項限契要そ

１に

道 及規。

札約 海 便のる
にを の作

財 び定） 者書
た

決成 規 報よしの 務 電
よ定者 定の 則 にり

道 公 報

６７８
便 開札札交交

入入入郵
に 札付付 証明等 札保説

場方 、交

よ はの 保金書
免付 証る 日

第

４５

海海札入入開

契北北入

札 項札建行

条道道執

約
示市部場 を幌設の札札

央宅及 す場日場 中住所

号

類っ

書行

請を

申査
審

ウ

い 提と

のた

月 てび消る抜相１

二 、こ費金き当円

日

格は満

２の税額価額未

告び、相、の

に公及は

該数

定に地消当当端

規
す定方費額

火

す金あ

るめ消税と代が

資る費等

曜

こ請と

格入税にるのる

を札係

日

。のは

有に以ると求き

し関下課

た落否他

昭 るめを 方要

札予札

和 入法

格す

北 認価と

年 は定者

規 い制。

道 なのる

海 め

範
第の

則 。限

所法札

除に入

。内
号囲

。る
るす

時金す関
事北北

所

同道道場

に項海海の

市部交

。幌設で

じ札建

場

区課る

央宅す

中住付

時

所北日所時所

区課び

条
３

同

６幌海成に

西札北平

丁市道
７。

目中庁年じ

央
区階月

北
条設

３建日

郵北電査
審

、

先は

出き
号を

番道番果

便海話結

設申

号建

請 部

に

－住－者

宅

通 課－

なす税時、

費業加の

いる消事にそ
す数

の件税者算端

者条
た違」ある金 しに等で
いかとを 入反とるこ額

、たう免切 札し
）事費捨 財入。税消り
等る 規はの業税て 務札

で

無扱で相。 則、取者

低
下最

以
」も 則を 規格 務価 財の

）
。札 う入 いて とっ

火

目
丁
６

西
条

３
北。

有

室後

丁議午

６会）

西部 知

時
２

目

す 札

る

央線 中内 市。

幌
区
北－

３

いあ当） 第 目
丁
６
西
条

効
とる額。

。
各るを加

すかを 条

効 第

容
内
務
業

な

１

第札
入 条

概

と成務業

の平業

次

務 お

本

北

ロ月
プ７名

り年要

道
海市佐早幌函

内

会）来館別

社区呂加

町町町市町

献村
貢町間

北し
定

賞名

こ詳道。成

海た平

の細表
則月

告、規７

公は彰年

の入

ア

す
関
に
約名所

契
アイ

策組像。

対取映る

よ作ケ内

推北を制ロ道
シロ

事道り者ーで

進海
）ケ果のョケ

業ロ効へ

シに報実シ

ー的情ンー

ン進供状ン

ョ推提施ョ

ー日フ

ポ２

誘し基況等

ルル

ザィ

公

要シ

をッ

出ミ

提コ

のム

佐後

。報

る情

すン

請ョ

林崎田藤藤

名
氏小宮村

博潔信理進

体
団義

は
又

２

績道
功水同同同同

名

内札
は明成

容説平日

予書公

道

ある海

でよ北

定に年

更第

変則

、規

り。
す

担
を称地

務
事
る在

る号

番

る海便話

す北郵電

当
の設
織建号号

組道番

名部

行

致、盤及を

称住－－

た

進進整経っ

推推をび
業

業当す波企

事に備済

った効を

」たる及

ィの、調象

フてめ果対

一 ル諸次査に

一

調ケ

・題４ロ

ム課の、

盤
基
供
提

ミ取査ー

コの

等

告

知
道業

海事

北備
整

功
の業
事

域

堀地
急

事緊

堀
事
知

道
海
北

容者
労 内

りく

あづ

が基

とに

こ）

表

賞
受
の

彰

。表

る事

得知
を
者

及宅

－ び課
所
在北

幌線 札内 道

地海
市
中－
央

ま務ョ

ッり業シ

３
北
区

実

ンめ委の

ョとをン

シ

創
用
雇

のびす施

）及託

と
の
次

也
達

別

也特
出

達

目
丁
６

西
条

決
り

お



定業

を以セこ選

エオア

ト。基務

有消上事ンと

税保に以準遂

し費確業
事で能

い相で従上行

て
こ額るす、力

る当き

北 海

２

道映

履加参る

参アイウ

成）内像

行要加平道。
。法制

税 期件要

と 限及件

、 選７又及

は び年人作

平定月はび

道 公 報

エ

第

イウ

号

平
成
十
四
年
七

。控と全規

とをこる新

た者者

し働用

除。労雇
平

業占人

事に１

総数の
規実

占新の

にる均

費め

成基１道映

す

る雇労

め

準日内像

べ
て

道 ２直営連

の 年のに関

の拠業

税 月前業産

を
う 期を関 い 日納点に

金限有す
識 費 でる知 消 ）まする

ま・す

と 道人が 税 の法

作とと道過分なる

制用

し、

段持め内去類お。

。ケロ、写

階続るロの
真デ

ら観ーケ写真

か的
ロ需ョ及デー

の光シ地
資ロタ等

ケ要ンびータ
集つ

観創源ケ収に

地の
のの調候、い

光出の地

無ケ活まロこ

有ロのり

内の、ー性とケれ

道ア

シで

企実そシ化めーま

新。ョロ

業態のョとる

査因受たンケ

活調要ン

果と

状と及入な効地

用

道時用のな

況とびれ雇

た

びに内に機早っ

及も

けの及地

新、映お会期

規道像

月状と実

二況と態

日

行

費、を

消に査

、も調

及内う

額道

火

波ケ
びロ。

曜

効シ
及ー

日

件の日

人用働

なン
果ョ

の業

費失数
が

がの）

合数画

割者計
、む

おがお

お合お

、割

ねおね

む

お

をあり と 税であ

パむ日

済 納 納こ経 に 滞る、 も
れ
い及 さ て。波 付 しと

の 方
法等 地
い果 る

な効

る・ 税
あ査 費
で調 消
人

・を影は

可た査補撮て
能道

性の収映可、

能め

お

ど題制施に

な課集像

て

ロ今者等い

、、作設
ー

ーののリホ

ケ後等の
ペ

ョ向門トム

シ方専ス
ジ

効に見作ー

ン性的を

内関る創び域
果つ地成

続の

用企連幅出持で

雇

業い向的取

発業企広に

状

状活の産け活組

生の

・の調況

況用課業て用

査新等地課査等

調や題
なつ連、つ

たに域題に

用てに向て

雇い携方い

発握るに査

の把よ性調

の点
へ題

域問
地の

ど時
効改
な、
的望
済希
経、

ね以

ら等
明項
を事
果善

上

ー
セ
トーる

ンパあ
出出ロ

交交参提提提プ

場表期場方ポ

付付加出
書ザ

間所明限所法ー

期
力

。能 ま
と析 含

こ分 も

３

れ

明

続担郵北電フメ説

手

クル書

等当便海話ァー

号総号シアの

部番道番

のいかす上

合ミド交

局

期取調。公

早てらるで

オカ

活り査開

調調分内ロこ写

ロ道る
デ

ー査査析ロケと真

ケ

地つし
シ方内・ケー。

経て映

状分域い、

生・

ウエ

、
のし済取像

況析

ケ調調経内調調分

ロ道

内・

ー査査済企査査析

につ
かに

シ方内波業方

用急

実雇緊
イ

るて
すい

の

のル

制画域

体計地

施

持 提平 平

、出

成土に出成に参提

同 曜同期

ァ限

年日じ限年じフ期

び月ク並

７及。並７。
シび

月び
２日に

日出リ提

日曜提日ミに

所）電場

火を場木、出

かく及午子所

）除

リレ付 企
－画－ス期
間 部

－及 政－び 策

場 札室－所 幌参

＠ 市事内 中線 央
区
北－

３

ショタ

ョ法容取ーシー

ン・り
ン候集

効ヒ項まョン収

リがめ資補の

果ア目と

が法

早ン妥方源地方

の

でが調映、

期グ当法の

集

び施あ妥査像収

及実

で収作数

持のる当・制

的無とあ集者及

続有こ

活法容取
活）。るかび

ン・効用・り

ョ法容及

目と

実ヒ項果状ヒ項ま

及リがめ

施ア目の況ア

妥計びン妥方

状リが推

及グ当方新グ当法

況ン

あ妥

び実で法規実でが

用のる当

経施あが雇施

こ確発有こで

済のる的

及無とで生無とあ

波有

へ雇
効）。あ状）。る

務合出

業適創

びの用

及

推

ケ策

ス対

施別

実性特

及

がの

ル業

ー事

ュ進

ジ

交方５ーび

ら。び後メ

ま又法

日付法時ル方

９
時
）は郵

火間では

で午着

ま、必送
に

か便

時郵

９留

前）書

午限

ら

条
西 のり

用がこら取

目
丁

６

門と

査当。専ま

調妥と

こ地法

る見方

あ的め

で

査で

調当

。ら妥

とかが

る況がこ

類こ

分る

・あ

当。

調妥こ調妥と

果が

る

ああ

で。で

査当と査

条

妥諸

。。

とと

ここ

る

し

こ合

る適

あに

で件

当

い

。て

と

一る

二

ま
時）

５。

後る

。
と
こ

い
て

れ
わ

行。

がと

）
で



団でるし

アイ

平 道体構な未過て

成 内等成お成去い

十 にさ、年２る

四 活事れ代者年こ

年 動業て表、間と

七 拠者い者成。

北 海

２

務行要加

業履選加参
参

容限数及件

内期件要 定

デ案算平最定
選

び

道 公 報

１

次

概

そ詳と成務業

の平業
務 の細お

留、プ７名

他はり年要

日コ

事ロポ２

意プロ月

項ポー

第

ロ出

手日契要関３プ提

語書情にポさ

続本約連

ザた

お及作報同ーれ

に

の入。ルプ

いび成をじ

使本要手にロ

て日

号

出出出他

提提提の
そ

４
持

限所法

期場方

平

月 点のるに年平た

二 を法もお被成だ

日 し 有人のい後

、
そ

す格とて見

るはすは人
で度分

市問る、等年の

民わ。民

火

いな、は

活な法は）野

動

曜

治こ際に

団。明い実特

体）

日 とに限 等で

計成大基

及あ年。地定

５準

有ルに

識事つ画

計て試２

者業いの年件

庁画、算月

や
内評提等

係検者実

関価案を日

職委らし）

課討自施金

業業

に会事事

員員が、

のニ

ザルュ

ーザミ
よの

書をビ

明出ィ

説提テ

ル

・

るすス

よ請ネ

に要ジ

関ポ

ル

。デ

と。モ

こる

るザ

するすー

用円否す

語の明の

言め説ル

るた

つ

通窓に

び会容

及照内

に

成に参

ア
ヒ

て
い

貨口

同
月。

７。る

年じ限

日

びる法域し

５
後

午
）

金

れと第題い

ここ律課な
解 ら。
民た）に祉

市ま号決福

動組契けま

活、で向、

体、行取づ

団織約たち

支体ををり

を団為組く

すは限続環

援等制継、

題を

構価課画

り評化計

れ言整定

さ助の策

成・
討。

コ受検る

たを理す

ら場

ニが市

ュな、

ミけ
ジデズ

ビモー

ィ、ニ

テ

道検

海性

北能
可

化
業

事

ン
リ

務

堀業
査

事調

知討

で
ま

時

。
う
行

を
グ

て保

る２さし境

）
着
必

践、

織以て実全

組名れ
４

、上い

本約

提提提の手日契

そ

場方に語書

出出出他続
いび成

限所法お及作

期

採

・業、

ス事査

ネル調

モ提

出出出ロ

交参提提提プ
法ー

場表期場方ポ

付加

也
達

書ザ

所明限所

ー明付

郵北電フメ説交

道番クル書期

便海話ァ
ド交

号総号シアの間

番

３

合ミ

続担

イ手
調部

・、社選等当

民ス
会定事
化内

民雇的の業査局

住
協用な基

生プ
ア

ーの域

教ポ定地

涯ロ選

本要

て日の

等ザ基課

育

持使

同又す

成に参用円否

平

送語

８。郵言

年じはる

２及

月

留通

日書び

の

のル
午に

）便

金郵貨

持 ダ提平
出成に参提 にウ

同、出 同ン期

じロ限年じフ期

。ー並７。ァ限

関ドび月ク並

係がに９シび

書可提日ミに

類能出リ提

は。場火、出

、所）電場

道及午子所

リレ付 企
－画－ス期平
間成土 部

曜 －及 政－び年日 策

場７及 札室－所月び 幌構

２日 市造内日曜 中改
央革日 ＠ 線

火を 区推
北進－）除
かく ３課

結割と題

力に役準課容

調

ジつ効る

ビび、す

型
ジ有の

スビを査

ネく果
ネす内

、

ジ

民、ビ

住スる容

ル準題
の域ス

体地ネ

主
決

囲選す解

範のとを

広
準ミよ

及基コし

に定る

がテす

とニと

こュう

び

性

さビ共

定・公

想ィる

ま）

時。

５る

後限

れジ

で
）
着

必

一
三

び後メ及

方５ーび 市

法時ル方 民

ま又法 と

では の郵 行必送 政
の着
）書 協留 働郵 」便

に
限

ら。 条
西８交

６日付

丁時
前
で午

ま、
）は

目月間

の
域外
地内

午
ら
か

時
９

波
ジの
ビへ

型済
着経

密
果
、効
ス及

ネ
高

るネの
性た
規も

新を

徴ジ

。特ビ

）のい

。ス
、
ス

ネ
の
求

追
潤

利

る
。
）

）
で
ま

時
５

後
も

ら
か）

ジネ
ビジ

いビ
高す

のら

市
い
な

は
で

み

、
ネス



３
エ手
続担郵北電フ

雇等当便海話ァ

用部番道番ク

条課号総号シ

件合ミ
リ 企 の
適－画－

北 海

プ

イウエアイウ

道道ロ提総講

） 海内税ポ案合習 号 北

なリ の 道にをー者的カ

ル実考キ 規 の本滞ザの

、しの力えュ 定 競店納

争

道 公 報

１２

務業業履加プる

業参ア
ポと 務 概務行資ロ地こ

容限及ー。
方 要内期格

査の
法 審ル

治 びザ
自 名

施 地地平

第

次

プ提そ詳と成
の平

ロ出の細お

留、プ７

ポさ他はり年
ポ２

ザた意プロ月

ーれ
にロ項ポー日

ルプ事ロ

号

要関３

平連
成情に
十報同
四をじ
年入。
七手

部 合

－＠

－ 性

札推－ 幌進
市室内 中情
央報線

区政
北策－

３課

基 入支て審方ラ に

西
条

又るのの づ 札店い査ム

え位 指 加は者考優 く 参
停 格業な方性 名 資営で

のと 期 指等こ 止 者所い
拠 で 止業 中 停営。 間 名

域域成の提

い 務点 な 事

考出
行
令

年え者

ーー月要
昭 リリ３方に
求
和

ダダ

政 育育れ
年 ーー日さ

第 事事）資
令 成成月る

業業格

ザル

関ポーザ

） 委

号 を

説ル説提

るザルの

すー
容に要

内書を

明の明出
。

いこる

つるす

によ請

ア
ヒ。

てと

月す

二る

日

会
照

の
め

た

火

口
窓

曜

日

す で 理有 者 処を

目
丁

６

こ者 る 領る あ 要
年こ

４る 。 成あ と 平で

月。

９と

す

第 託

付
日

る

当
該

に
定

規
の

４
の

。条

う海

行北

を
グ

ン
リ

な
し

堀
事
知

。道

業本誌

企業選

アイアイ

内基務業面

画過務道定

２契に準処務内

提去の

局
け

書年約営理を容

案

１２

第
総

務行資

務業業履加

業参

名容限及

要内期格 務 概

詳の平
次

４

あ
で

者
い

び

提持の細と成

そ

出参他はお

所るププ７

場す、り年

也
達

はこロロ月

画成

交直参平提持企平

付接加成出参
場又提 場交表

書７

所付明年所は案年

はす書７は郵

プ平
曜

ロ成土

ポ

・業能実

ザ７及

ー年日

提履・力施

の間
者成実営る

出平行運す

績拠た に
求度あをの

要年が点め

るは法つ制

す又る持体

人こ等 資
選

）体
度団。

格年・と

っる成基

平エきす平定
準

成様ー
々ルか。

年なをけ年

度分送を

女野る提月

性でと供

けきもる

向生とす日

女き、と）

男生にこ火

日

、とポポ２

平と男を

。ーー
提

じ説の

同ルル

にザザ

る請

よ要

にを

書出

。明

、送の月

。。

とる

こす

、るの月

提 提

留期

に郵出日に書出日

同送期同

、）

じは限金じ郵限月

午に提午

。し、）。便
場５

い出後限出後

な提
）所時。所時

。場５る

でにびで

。及ま）及ま

説２日

ル月び

方よ方

び

書日

明日曜
。

付かく

交）除

の火は
交

期ら
間
交時

、日付

官あ
にで

場）は

付金間

間
民

は。
又と

庁こ
公る

等活女目

業
本
と

者
業

事

参し

画し等と

参躍平的

誌る社発

報い画て

情て
実る

作性のす

制女会行
誌

ポに報

務ス現情

業に

海
北

をひ制

ト人の

ッ一

ま午

。

法る法

堀
事
知

道

法か

方時

び９

及で前

所

５
後

午
ら

一時

四

作

る
す
似

類
に

務

）
で

ま

考を

、が務

てり業

あと

也
達

にる託

性え委

女



は 北

都、 海

完平 道

了成

市
渡計

平 し 島画

成 た年 支法

十 。７ 庁

四 月 告昭

年 ２ 示和

七 日 第

北 海

の細

契要関３そ詳

報同、

書情に他は

約連

提

の入。画

成をじ企

作
要手

道 公 報

４
他

平提持企平提持の
そ

場又

成出参画成出参

場又提
８は郵

年所は案年所は

、送の月、送

７は郵書

月

提９

第

北電フ説平交資
場審

海話ァ明成土付格

曜 道番ク書

は申

環号シの年日所査

境ミ交７及

リ付月び、請 生

書 活－期２日

号

３
部番

特等当便

続担郵

手
ー

テ課号

集
マ
を－

月 ９年

二 号法

日

第
律

）
号

火

則
附

曜

４
第

日

る説

否す案

項

支

照よ

のに

め書

た明

庁

先。

会る

告

期同留

日に書出日に書

同留

）。便

水じ郵限金じ郵

後限

午に午に

）。便等

時。時。

５る５る

後限
よよ

着に着に

必）必）

。。

るる

間日曜にの 部

－、日同提 男

場火はじ出 － 女

所）除。期 － 平

及かく限 等

びら。等 参

方９交 内

時

推法日付 線 画
進

）は

室－火間
ま午
で前

含
む

央

イ中

レ市

、幌

画札

企

西

写条

、３

ト北

ウ区

ア

渡 よ

道 に

海 定

北 規
の

真

行
発

長 開

庁 の

支 次

島 る
関

田 に
為

松

示

で
ま
時
５
後

午
ら

か
時

９

、
ト

ス
ラ目

イ丁

・６

）

工
る

光 す

等
力
現
表

事

北

政 海
道治
選資 名所

挙金 在

管規 称地

理正
委

４５６７
契 契随随地号 随

約意意約 ） 方 意

の契契に 第 公 契

相約約関 共 約

す 手に条 団 に

方よる

１２３

係

約成意氏住

随教契平随
契

意育
契情の
手６の

約報相年約名所

係信方月相

に通

北

次

３

海

の平 道

と成

所開

教 及発

お 育 び許

り年 委

一７

氏可

員

般月

名年

会

許

発る発

開れ開

１２

月 名受

又のを

域域可

区地

法 は

員 北北

会昭 海海

告和 道道

示 教札道

第年 育幌

選法 庁市

号律 企中挙
第 画央

管 総区
務北理

教条）

部３号

委

るをっ事 円第 体

育西第

理を 項 物 契決た務 １ の
２ 等 金し由担 第 品 約定

る の は 手す 号 又 額た当
の に 役織 定 定組 規 特 続

達及 。 調称 る の名 よ 務

手エ東 るネを

の・都

特ッ決日方ヌ京
区

役ワし氏テ港

定ト定
ク日及・港

務ーた名ィ
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収
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び
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・ら付 部か
本部交
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支
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９す鈴

の
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が 分網の木 年そ
体湧 団ら 治上 走政男 わ
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１

平．資 政

成収金 入総治管
理 年及

団 ７び

体 団

月支括届 ２出体出 日の

号

び訂
出の成
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平関告年
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七

る
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体
団
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費
件
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他
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種

総
氏
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名 の る
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収

収
告日

月
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称

月にで管

二つ、理

日

告

、第会

て法員

い同委

鈴
木条示

火宗の第

男規

曜

） 走に号 網定

日

一 連づの 市基

計

費費
所

務
事

経
品費

品 額

織費
動

組活

出

繰
越
額

入
収

額
総

額

年

の
出本

年 支
・

前
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出

額

支 総
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要
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挙費
係

選関 政

関行
機発

機
誌業

紙事

関の費
伝費 の

業 誌 治宣事 紙 の

発

額

費
党金

年額
越

翌繰
特

・ 鈴市

会

員

木連

数 費

宗合

個 収

ら表
か公
の 充旨 茂

男後 支
び
及
入
収
．
２

政パ 行
資テ 治ー

そ
金ー

ィ
費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

寄
付

分
体

団
分

体
団

）
っ
あ

人 網援

分

走会

他
の

法そ 寄
人の

入

政
小

治

体
団
い
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出

同 海９
北の
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括
総

訳附金
付
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査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ
ん
）
政
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計

」
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収

業
事

内

計

理支
管走
挙網
選分

道年
委項
会事

員の
委所

一員そ

六

の
他
長の

政

無同
」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の

中
之項
の

康体
団

橋治



政９
年

平

治 事分

成 業そ十 収の 網

四 入他 団

年 のの 走

七 体

北 海
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る

め
改

に

道 公 報

男付 部か

宗本部交

木
鈴

そ収 湧
上支の金

・ら

第

９す鈴
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体
団走 ら 治 走網 政わ男
市

号

届
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理

治管
金

資 政
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内政月 訳治 支
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日
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体 所
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曜 事

日

件
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熱
水
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収
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収
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入
額

総
額

年

の
出本

年 支
・

前

入入
出

額

支 総
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金 選関 政

係
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関行

機発

機
誌業

紙事
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発

額

費
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費

他 の 活業 の
他そ事

の

定

調研
計

費

小 業

内事の

寄
付

分
体

団
分

体
団

）
っ
あ

入

人の
他

の
法そ 寄

分
人

小
治

政

一
七

訳附金
付

寄交

査費 動

究

費の費

他
の

そ経
部交

本の

計支付

せ
ん
）

内

計
合

附名
匿

党
政

の

計
入

収
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政

他 治管分網の 金年そ 資
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体 体出

北 海

び訂
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るあ海７び

すが北年及

た選２出

報っ道月支括

書の挙日の

告
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北

政
道

海

治 風鈴鈴

選 木木資 間

挙 宗宗金 ひ

管
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政 鈴９

治 宗事分
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間
風
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日

月
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収

収総

告

団
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にで管あ表

、第会
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木条示
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告
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間ーー年）
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礼

交事 年
新

会称

援

月ツ

二ク

日
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連
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風
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要
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５
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収
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収
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四

走
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収
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宗宗
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光
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収

．
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支
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収
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収
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係
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発
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入
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２
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政パ 行
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ィ
費
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定

調研
計

費
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寄
付

分
体
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分

体
団

）
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あ
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分
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政
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計
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収
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に
改
め政

治 事 。分

る年

の 走 入他 団 収の 網 業そ

体 の

北 海 道 公 報

男付 部か

宗本部交

木
鈴

そ収 湧
上支の金

・ら

第

す鈴

管が 分網の 金木 年そ 資
体網 政 団わ男 の 理他宗

市 体 出団走 届ら 治 走

号

政

平治

成
十団
四
年体 七

名

体 所団 の 訳治 支 内政

事
称

）

件

援人

後

の入 町他

別の

費

会

経光
熱
水

備消 支常

費
耗

合 後 名公

連 氏支）広 者

会 類
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）会

年
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日
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称

名

火

告 曜

日

収

類
種
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事

経
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所

額
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動

組活

出

計
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越

年額

本収
入
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出額

額
総

の
出

支
・

入

を
円 額

金 選関 政

係

挙費
関行

機発

機
誌業

紙事

関の費
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業 誌 治宣事 紙 の

繰

発

越
額

数
員

額
金

収
費

会
・

費
党
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